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総合評価落札方式による入札における低入札価格調査の実施について 

 

 本市において、公共工事のダンピング受注の防止のため、建設工事の一般競争入札

のうち総合評価落札方式で行うものについては、本年１０月以降は次のとおり低入札

価格調査を適用して落札者を決定します。 

                    記 

 １ 対象となる工事 

   平成３０年１０月１日以後に入札公告を行う、総合評価落札方式による建設工

事の一般競争入札から実施。 

 ２ 低入札価格調査における「調査基準価格」及び「失格基準価格」の設定方法に

ついては、以下のとおりとします。 

  ①「調査基準価格」： 現行の最低制限価格の設定方法と同様 

（＝設計額の８８～９０％（建築一式工事の場合は９０～ 

 ９２％）の範囲内でランダムに算出された額） 

  ②「失格基準価格」： 上記で算出された調査基準価格（税抜き）×７４％ 

（千円未満切捨て）に消費税を加えた額 

 ３ 開札後、失格基準価格未満で入札した者は失格とし、失格者を除いた者の中で

評価値が最も高い者（＝落札候補者）の入札価格が調査基準価格を下回った場合

に低入札価格調査を行います。当該落札候補者が調査の結果失格となった場合は、

次に評価値が高い者（＝次順位者）について同様の調査を行います（※調査基準

価格を下回った場合）。 

 なお、調査にご協力いただけない場合には、「福井市建設工事等請負契約に係

る指名停止等措置要領」に基づく措置等が行われる場合があります。 

 ４ 総合評価落札方式による建設工事の一般競争入札については、手持ち工事件数

の制限（４件。建築一式工事の場合は５件。）の対象外となります。 
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